
４
月
30
日
、
第
27
回
シ
テ
ィ
ウ
オ
ー
ク
は
松

戸
市
に
あ
る
21
世
紀
の
森
公
園
で
す
。
南
越
谷

駅
午
前
９
時
集
合
、
今
回
は
11
名
の
参
加
者
で

す
。
連
休
中
で
好
天
に
恵
ま
れ
す
ぎ
て
？
参
加

者
が
少
な
い
か
な
と
の
感
じ
で
す
。
武
蔵
野
線

で
新
八
柱
駅
下
車
、
公
園
へ
は
日
本
の
道
百
選

の
桜
並
木
を
歩
き
ま
す
。

狭
い
歩
道
に
巨
木
の
桜
並
木
が
続
き
ち
ょ
っ
と

桜
が
か
わ
い
そ
う

な
気
が
し
ま
す
。

花
の
時
期
（
一
ヶ

月
前
）
に
来
た
ら

見
事
だ
ろ
う
な
ー

と
言
い
な
が
ら
15

分
程
で
公
園
中
央
口
へ
到
着
で
す
。

公
園
は
高
低
差
の
あ
る
地
形
を
活
用
し
た
面

積
50
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
広
く
、
谷
沿
い
か
ら
湧
水

が
出
て
お
り
、
管
理
さ
れ
た
広
場
と
自
然
林
が

融
和
し
た
程
良
い
環
境
で
す
。
飛
山
夫
妻
は
私

用
で
こ
こ
で
帰
宅
。

午
後
は
公
園
内
に
あ
る
松
戸
市
立
博
物
館
に

寄
り
資
料
展
「
幸
田
（
こ
う
で
）
貝
塚
の
世
界
」

を
見
学
し
ま
し
た
。
松
戸
市
に
は
多
く
の
遺
跡

が
あ
る
そ
う
で
す
。
縄
文
前
期
（
約
六
千
年
前
）

の
幸
田
貝
塚
か
ら
の
出
土
品
で
国
の
重
要
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
土
器
が
展
示
さ
れ
て
お

り
ま
し
た
。
そ
し
て
縄
文
衣
裳
の
試
着
体
験
を

し
写
真
撮
影
を
し
ま
し
た
。
館
内
喫
茶
室
で
コ
ー

ヒ
ー
ブ
レ
イ
ク
、
近
隣
で
こ
ん
な
良
い
所
が
あ

る
と
は
ま
た
季
節
を
変
え
て
来
て
み
た
い
と
言

い
な
が
ら
公
園
を
後
に
し
南
越
谷
へ
帰
り
ま
し

た
。
明
日
は
メ
ー
デ
ー
だ
よ
～
（
支
部
長
）
と

言
い
な
が
ら
解
散
。

（
９
班

坂
本
）
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２０１６年

２１６号
５月１８日（水）

大
型
連
休
が
終
わ
っ
た
。
俗
に
言
う
「
ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
」
で
あ
る
。
以
前
あ
る
本
に
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
々
か
ら
す
る
と
た
か
だ
か
10

日
に
も
満
た
な
い
休
暇
を
「
ゴ
ー
ル
デ
ン
」
と

称
す
る
な
ど
笑
止
千
万
、
我
々
に
は
１
ヶ
月
に

も
及
ぶ
休
暇
で
す
ら
た
だ
の
「
バ
カ
ン
ス
」
と

あ
っ
た
。
指
摘
は
も
っ
と
も
な
の
で
、
以
来

「
小
連
休
」
と
小
声
で
つ
ぶ
や
く
こ
と
に
し
て

い
る
。
と
は
言
え
、
当
方
は
年
金
暮
ら
し
で
生

き
て
い
る
限
り
「
毎
日
サ
ン
デ
ー
」
で
連
休
は

果
て
し
な
く
続
く
。
「
こ
っ
ち
の
方
が
上
だ
い
」

と
啖
呵
を
切
っ
て
も
よ
い
立
場
で
あ
る
。

海
外
へ
何
万
人
、
ど
こ
そ
こ
の
行
楽
地
が
魅

力
満
点
、
お
い
し
い
グ
ル
メ
が
盛
り
だ
く
さ
ん

な
ど
と
情
報
は
か
ま
び
す
し
い
が
当
方
に
は
縁

は
な
い
。
生
活
の
元
手
は
年
金
の
み
で
限
ら
れ

た
額
の
中
か
ら
、
は
い
「
住
宅
ロ
ー
ン
」
、
ほ

い
「
国
保
税
」
、
へ
い
「
固
定
資
産
税
」
と
次

か
ら
次
に
「
お
あ
し
」
が
逃
げ
て
行
っ
て
、
最

低
限
度
の
生
活
（
健
康
で
文
化
的
生
活
（
憲
法

25
条
）
）
も
き
び
し
い
。
余
暇
な
ど
に
回
せ
る

金
は
な
い
。

だ
が
幸
い
？
な
こ
と
に
や
る
こ
と
は
い
っ
ぱ

い
あ
る
。
好
天
の
日
に
は
洗
濯
と
ふ
と
ん
干
し
。

妻
の
趣
味
で
増
え
て
い
っ
た
花
鉢
の
移
動
整
理
。

猫
の
額
ほ
ど
の
庭
に
は
び
こ
っ
た
雑
草
刈
り
。

一
日
が
駆
け
足
で
終
わ
る
。

５
月
１
日
、
地
域
メ
ー
デ
ー
に
参
加
。
イ
ス

並
べ
の
仕
事
で
８
時
半
集
合
。
ポ
ル
テ
ィ
コ
ホ
ー

ル
に
は
、
超
満
員
の
五
五
〇
人
。
余
興
の
抽
選

会
で
は
４
等
の
ク
オ
カ
ー
ド
千
円
が
当
た
り
。

生
活
の
足
し
に
な
る
。
５
月
３
日
、
東
京
「
憲

法
集
会
」
に
結
集
。
越
谷
か
ら
数
十
名
が
参
加
。

現
地
に
着
く
と
す
で
に
超
満
員
の
人
の
波
、
続
々

と
集
ま
る
人
々
の
群
れ
。
百
歳
を
こ
え
た
「
む

の
た
け
じ
」
さ
ん
の
訴
え
。
「
戦
争
は
絶
滅
さ

せ
る
し
か
な
い
」
。
五
万
人
の
鳴
り
や
ま
ぬ
拍

手
喝
采
。
５
月
５
日
、
九
条
の
会
主
催
小
林
節

氏
の
講
演
。
日
本
国
憲
法
の
神
髄
と
は
「
自
由
」

「
豊
か
さ
」
「
平
和
」
。
こ
れ
ら
の
真
の
実
現

の
た
め
に
微
力
を
尽
く
そ
う
。
私
に
と
っ
て
は

ゴ
ー
ル
デ
ン
な
ウ
ィ
ー
ク
と
な
っ
た
。

(

広
瀬
久
雄)
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ル
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ン
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新
緑
の
21
世
紀
の
森
公
園
へ

行
き
ま
し
た

今月号は資料が沢山あります
①「ねんきん越谷」 （２１６号）

②「ねんきん埼玉」 （２４６号）

③「年金者しんぶん」（３１７号）

④「年金者しんぶん」号外（文字のみ４頁）

⑤年金裁判討議資料（赤っぽい４頁）

⑥年金者組合加入申し込み冊子（緑色）

⑦シティウォークの案内

⑧年金会の学習会の案内 他にチラシ１枚

「年金者しんぶん」号外は第34回中央委員会

議案で、文字ばかりで読みやすいとは言えませ

んが、中央本部が全組合員に是非読んでほしい

と、あえて全員に配布したものです。年金裁判

討議資料も同じ趣旨で全員に配っています。

「拾い読み」でもいいですから、是非ご覧になっ

て、感想やご意見を執行委員にお寄せ下さい。

熊本地震の救援募金にご協力下さい
金額 自由

締切 ６月２１日まで

執行委員に届けてください

仲間増やしにご協力ください
いま全国で「仲間増やし」の運動に取 り

組んでいます。「加入申し込み冊子」（緑 色）

でお知り合いに加入を呼びかけて下さい。

よろしくお願いします。目標は１７名です。

全日本年金者組合越谷支部

支部長 吉田健治

あげます ドイツ製シルバーカー（三輪未使用）、送料（３万円）だけ負担してください。

連絡先 望月たけし ０９０－６９５３－８１１９
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